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鹿
児
島
神
宮
・
初
午
祭
（
宮
崎
県
坂
下
氏
提
供
）

堀

川

め

ぐ

り

閑話休題

（昭和２９年１月３０日
第三種郵便物認可）

山
陰
を
代
表
す
る
地
方
都

市
、
松
江
市
は
、
中
心
部
に
象

徴
的
に
そ
び
え
る
松
江
城
、
市

街
地
の
西
に
広
が
る
宍
道
湖
な

ど
、
四
季
を
通
じ
て
美
し
い
町
で
あ
る
。

松
江
城
は
も
と
も
と
宍
道
湖
の
水
を
最
大

限
に
活
か
し
て
築
城
さ
れ
た
。
城
を
防
御

す
る
堀
も
宍
道
湖
か
ら
引
か
れ
、
現
在
の

堀
川
と
な
っ
た
。
外
堀
の
内
側
に
配
さ
れ

た
武
家
屋
敷
に
は
、
舟
運
で
運
ば
れ
た
物

資
を
屋
敷
に
入
れ
る
た
め
の
石
段
が
今
も

残
っ
て
い
る
。

お
城
の
周
辺
の

田
圃
に
も
、
お

堀
の
水
が
使
わ

れ
、
日
本
海
か
ら
の
塩
水
を
防
ぐ
た
め
五

箇
所
の
水
門
も
あ
っ
た
。
大
正
期
ま
で
川

と
舟
運
が
松
江
を
支
え
た
。

し
か
し
ご
多
分
に
も
れ
ず
、
生
活
や
物

流
の
仕
組
み
が
変
わ
る
と
、
人
々
の
目
は

水
路
か
ら
道
路
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。
昭

和
四
十
年
代
後
半
の
高
度
成
長
期
の
頃
に

は
、
生
活
雑
排
水
が
堀
川
に
流
れ
込
み
、

川
底
に
は
ヘ
ド
ロ
も
た
ま
り
、
悪
臭
す
ら

漂
う
よ
う
に
な
っ
た
。
人
々
の
生
活
は
堀

川
に
背
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
堀
川
を
も
う
一
度
取
り
戻
そ
う

と
、
平
成
に
な
っ
て
地
元
青
年
会
議
所
な

ど
か
ら
声
が
挙
が
り
、
市
も
積
極
的
に
支

援
し
た
。
堀
川
に
向
き
合
う
生
活
を
取
り

戻
す
に
は
、
川
を
楽
し
む
仕
組
み
を
作
る

の
が
一
番
、
と
考
え
ら
れ
た
の
が
遊
覧
船

に
よ
る
堀
川
め
ぐ
り
。
ぐ
る
り
と
お
城
を

一
回
り
す
る
三
・
七
キ
ロ
の
コ
ー
ス
が
取

れ
る
。
し
か
し
難
問
は
、
季
節
に
よ
っ
て

上
下
す
る
川
の
水
位
。
高
け
れ
ば
船
は
橋

に
つ
か
え
、
低
け
れ
ば
底
を
こ
す
る
。
農

業
者
と
も
話
し

合
い
水
門
を
閉

じ
、
調
節
用
の

ポ
ン
プ
で
水
位

を
一
定
に
す
る
仕
組
み
を
整
え
た
。市
民

や
観
光
客
向
け
に
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
た

の
は
平
成
九
年
七
月
二
十
日
の
海
の
記
念
日
。

松
江
を
訪
れ
る
人
々
の
評
判
も
良
く
、

今
で
は
年
間
三
十
万
人
を
越
え
る
利
用
者

が
あ
る
。
遊
覧
船
も
四
十
艘
に
増
え
、
平

均
年
齢
六
十
二
歳
、
六
十
人
の
船
頭
さ
ん

達
の
心
憎
い
松
江
案
内
も
乗
客
に
好
評

だ
。
か
つ
て
の
ド
ブ
川
が
松
江
市
民
の
誇

り
と
な
っ
て
き
た
。

（
福
井
県
立
大
学
教
授

岡
崎
昌
之
）

（町村の購読料は会費
の中に含まれております）
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平
成
十
二
年
度
の
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
の
取
組
状
況

一
、
全
国
の
取
組
状
況

�
取
組
自
治
体
数

�
四
七
都
道
府
県
全
て
で
実
施
。

�
一
、
六
九
〇
市
町
村
で
実
施
。

（
対
象
農
用
地
を
有
す
る
二
、
一
五
八
市

町
村
の
約
八
割
で
実
施
。）

�
協
定
締
結
面
積
等

�
協
定
数

・
集
落
協
定
数
二
六
、
〇
二
二

・
個
別
協
定
数

五
八
八

�
協
定
締
結
面
積
（
概
定
値
）

約
五
六
万
七
千
�

（
平
成
十
二
年
七
月
時
点
で
見
込
ま
れ
た

直
接
支
払
対
象
面
積
の
約
七
割
）

二
、
各
地
域
の
取
組
状
況

�
国
は
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
各
般
の
普

及
推
進
に
努
め
た
が
、
農
政
史
上
初
め
て

の
制
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
治
体
の

取
組
状
況
に
大
き
な
差
異
が
見
ら
れ
た
。

�
「
地
方
裁
量
主
義
」
と
評
価
さ
れ
て
い

る
本
制
度
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
自
治

体
の
取
組
姿
勢
の
差
を
際
だ
た
せ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

�
都
道
府
県
の
取
組
状
況

各
都
道
府
県
の
取
組
状
況
に
大
き
な
差
異

（
都
道
府
県
の
組
織
的
取
組
や
推
進
体
制

整
備
の
開
始
時
期
の
違
い
に
よ
り
差
異
）

�
取
組
の
進
ん
で
い
る
県

協
定
締
結
面
積
（
概
定
値
）
が
、
平
成
十

二
年
七
月
時
点
で
見
込
ま
れ
た
直
接
支
払

対
象
面
積
に
対
し
、
八
割
以
上
で
、
か
つ
、

一
万
�
以
上
の
県
が
あ
る
。

�
取
組
の
遅
れ
て
い
る
県

協
定
締
結
面
積
（
概
定
値
）
が
、
平
成
十

二
年
七
月
時
点
で
見
込
ま
れ
た
直
接
支
払

対
象
面
積
に
対
し
、
五
割
を
切
る
県
が
あ

る
。

�
市
町
村
の
取
組
状
況

取
組
の
低
調
な
都
府
県
内
に
お
い
て
も
、

市
町
村
の
取
組
姿
勢
の
差
等
を
反
映
し

て
、市
町
村
間
の
取
組
状
況
に
大
き
な
差
異

〈
取
組
が
低
調
な
市
町
村
の
要
因
〉

�
市
町
村
長
の
判
断
で
平
成
十
二
年
度
の

実
施
を
見
送
っ
た
。

（
模
様
眺
め
を
し
た
）。

�
地
域
課
題
に
応
じ
た
集
落
へ
の
十
分
な

説
明
が
で
き
な
か
っ
た
。

三
、
平
成
十
三
年
度
の
協
定
締
結
面
積
の

増
加
に
向
け
た
取
組

�
取
組
の
低
調
な
都
府
県
、
市
町
村
の
要

因
分
析
を
行
い
、
地
域
課
題
に
応
じ
た
取

組
の
推
進
を
図
る
。

具
体
的
に
は
、

�
地
方
農
政
局
単
位
に
「
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
策
定
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
、
都
道
府

県
別
に
各
機
関
の
役
割
分
担
に
よ
る
効
果

的
な
推
進
を
図
る
。

�
都
道
府
県
及
び
農
業
団
体
の
担
当
者
を

対
象
と
し
た
推
進
会
議
の
開
催
等
に
よ
る

関
係
機
関
一
体
と
な
っ
た
推
進
を
図
る
。

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
て
取
組

事
例
を
紹
介
し
、
都
道
府
県
担
当
者
、
市

町
村
担
当
者
、
対
象
集
落
等
の
啓
発
を
図

る
と
と
も
に
、
担
当
者
等
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

〈
現
在
、取
組
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
〉

・
農
水
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
特
徴
あ
る
取

組
事
例
」

・
山
口
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
集
落
協
定
の

知
恵
袋
」

・
徳
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
集
落
協
定
取

り
組
み
事
典
」

�
こ
れ
ら
の
各
種
の
取
組
に
よ
り
、
低
調

な
取
組
の
都
府
県
を
中
心
に
、
平
成
十
三

年
度
の
協
定
締
結
面
積
は
、
確
実
に
増
加

す
る
見
込
み
で
あ
る
。

中中山山間間地地域域等等直直接接支支払払制制度度のの実実施施状状況況
対対象象市市町町村村のの約約８８割割でで実実施施

農
林
水
産
省
は
、
昨
年
四
月
か
ら
実
施
し
た
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
に
つ
い
て
、
昨
年
十
一
月
三
十
日
現
在
（
申
請
・
認
定
終
了
）
の
取

組
状
況
を
ま
と
め
、
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
対
象
農
用
地
を
有
す
る
市
町
村
の
約
八
割
で
実
施
し

て
い
る
が
、
対
象
面
積
で
は
当
初
予
定
の
約
七
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
本
制
度
が
農
業
部
門
で
は
初
め
て
の
制
度
で
あ
り
、
都
道
府
県
及

び
市
町
村
の
取
組
状
況
に
大
き
な
差
異
が
生
じ
た
た
め
と
し
て
お
り
、
取

組
が
低
調
な
理
由
と
し
て
、
�
市
町
村
長
の
判
断
で
今
年
度
の
実
施
を
見

送
り
模
様
眺
め
を
し
た
�
集
落
や
対
象
者
に
対
し
十
分
な
説
明
が
出
来
な

か
っ
た
、
た
め
と
し
て
い
る
。
同
省
は
、
取
組
が
低
調
だ
っ
た
都
府
県
や

市
町
村
の
要
因
を
分
析
し
、
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
、
関
係
機
関
と
の

連
携
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
等
に
よ
り
明
年
度
の
協
定
締
結
面
積
の

増
加
を
図
り
た
い
と
し
て
い
る
。

政 策

２平成１３年２月１９日町 村 週 報第２３４６号 （第三種郵便物認可）



（参考１）

平成１２年度の中山間地域等直接支払制度の全国の取組状況
H１２．１１．３０現在

注：四捨五入の関係で計と内訳は一致しない。

協定締結面積 （ha）
（概定値）

３０６，３２４

６，５６８
１６，４６３
１，９９５
５，０５７
６，８４５
１０，９０７
４７，８３５

４５７
５１９

１，３３７
１１２
４８６
３２
１１５

３，６３０
６，５５５
４，３１０
１７，５５３

１４，６８６
２，８７０
２，８１８
２，０８０
２２，４５５

６，９０５
８８８
９２３

８，７１６

１，０８２
３，９８３
５０

３，８３４
１，１０１
１１，７１２
２１，７６２

６，１２５
１２，６９８
８，６４７
１４，２４７
１０，７８６
３，８１２
２，４１４
１３，６３７
４，１７９
７６，５４５

５，４９２
７，５４８
５，０１０
２６，５８１
１１，１２９
４，３４５
２，５５６
６２，６６１

３，３４７

５６７，１９９

個別協定数

０

８
９０
１１
３１
２８
３２
２００

３
３
７
２
０
０
０
７
１４
３
３９

９
０
４
０
１３

１１
３
０
１４

０
３
０
０
４７
３
５３

８
４６
１２
４２
８
１４
２
１７
６
１５５

１２
２
５
１１
１９
１
５
５５

５９

５８８

集落協定数

４３４

３５７
１，１８７
２７３
５２０
６１８

１，２０７
４，１６２

１０４
８８
１７８
３１
９７
８
２７
３７８

１，０５５
５４４

２，５１０

１，０７０
２２６
４４３
２９９

２，０３８

８２３
１６６
１６２

１，１５１

８６
４２４
１９
５３６
２３８

１，００８
２，３１１

６６１
１，２９２
１，３０２
１，１３６
８５４
５７０
４２０

１，２５６
５９９

８，０９０

７６３
６１８
７９２

１，３４４
９９８
４１１
３８９

５，３１５

１１

２６，０２２

実施市町村数

７１

２７
５５
２２
４３
３７
６１
２４５

１１
１２
２５
１０
１１
３
５
４５
８８
３６
２４６

６７
２０
２６
３１
１４４

６４
１３
２８
１０５

１５
３０
１
４２
１５
３６
１３９

３０
５０
４７
５７
４４
３６
２０
５４
４２
３８０

５１
３５
５５
６７
４８
２６
７０
３５２

８

１，６９０

都道府県

北 海 道

青 森 県
岩 手 県
宮 城 県
秋 田 県
山 形 県
福 島 県
東 北 計

茨 城 県
栃 木 県
群 馬 県
埼 玉 県
千 葉 県
東 京 都
神 奈 川 県
山 梨 県
長 野 県
静 岡 県
関 東 計

新 潟 県
富 山 県
石 川 県
福 井 県
北 陸 計

岐 阜 県
愛 知 県
三 重 県
東 海 計

滋 賀 県
京 都 府
大 阪 府
兵 庫 県
奈 良 県
和 歌 山 県
近 畿 計

鳥 取 県
島 根 県
岡 山 県
広 島 県
山 口 県
徳 島 県
香 川 県
愛 媛 県
高 知 県
中 四 計

福 岡 県
佐 賀 県
長 崎 県
熊 本 県
大 分 県
宮 崎 県
鹿 児 島 県
九 州 計

沖 縄 県

合 計

（第三種郵便物認可） 第２３４６号町 村 週 報平成１３年２月１９日
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（
参
考
２
）

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
導

入
を
契
機
と
し
た
地
域
の
変
化

（
山
口
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
集
落
協
定
の

知
恵
袋
」
等
よ
り
）

�
「
集
落
協
定
の
知
恵
袋
」
の
概
要

・
山
口
県
が
、
直
接
支
払
い
関
係
者
を
対

象
に
、
山
口
県
を
は
じ
め
と
し
た
全
国
の

特
徴
的
な
取
組
と
優
良
事
を
、
山
口
県
の

例
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
掲
載
。

・
八
月
二
十
四
日
の
開
設
以
来
、
三
ヶ
月

間
で
延
べ
三
、
九
〇
〇
人
か
ら
延
べ
約
三

八
、
〇
〇
〇
回
の
ア
ク
セ
ス
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
書
込
み
内
容
を
踏

ま
え
、
定
期
的
に
拡
充
。

・
全
国
の
関
係
者
が
意
見
交
換
を
行
う
こ

と
に
よ
り
草
の
根
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡

大
。

�
中
山
間
地
域
で
何
か
が
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。

・
い
ま
ま
で
諦
め
か
ら
話
し
合
い
が
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
集
落
で
本
制
度
の

導
入
検
討
を
契
機
に
、
話
し
合
い
活
動
が

復
活
。

・
山
口
県
の
あ
る
市
や
町
で
は
、

�
集
落
協
定
推
進
委
員
の
呼
び
か
け
に
応

じ
、
他
出
し
て
い
た
後
継
者
が
戻
り
農
地

の
管
理
を
手
伝
う
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

�
集
落
の
話
し
合
い
の
結
果
、
近
隣
市
町

村
に
他
出
し
て
い
る
後
継
者
に
集
落
活
動

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る「
声
か
け
運
動
」

を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

�
優
良
事
例

�
大
分
県
Ｔ
市
Ｋ
地
区

八
集
落
で
一
つ
の
協
定
を
締
結
し
、
従

来
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る「
谷
ご
と
農
場
」

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
交
付
金

（
単
年
度
の
交
付
額
二
、
一
〇
〇
万
円
、

五
年
間
で
一
億
五
〇
〇
万
円
）
の
三
分
の

二
を
集
落
の
共
同
取
組
活
動
（
共
同
利
用

機
械
の
購
入
等
）
に
活
用
し
、
集
落
営
農

の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

�
新
潟
県
Ｔ
町

個
々
の
集
落
の
協
定
に
加
え
て
、
全
町

の
集
落
で
集
落
と
集
落
の
間
の
協
定
を
締

結
し
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く
活
動
に
交
付

金
の
三
割
を
拠
出
し
て
、
集
落
共
通
の
課

題
と
な
る
都
市
農
村
交
流
の
推
進
等
に
町

全
体
と
し
て
取
り
組
み
、
地
域
全
体
と
し

て
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

�
岩
手
県
Ｄ
町

旧
町
村
単
位
（
一
部
農
協
支
所
単
位
）
に

広
域
的
な
集
落
協
定
を
締
結
し
、
旧
来
の

集
落
を
越
え
て
の
農
地
の
利
用
集
積
、
有

機
栽
培
の
導
入
等
の
集
落
営
農
を
中
心
と

し
た
共
同
取
組
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
る
。

（
参
考
３
）

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
概
要

一
、
趣

旨

河
川
の
上
流
域
に
位
置
し
、
傾
斜
地
が

多
い
等
の
立
地
特
性
か
ら
、
農
業
生
産
活

動
等
を
通
じ
国
土
の
保
全
、
水
源
の
か
ん

養
、
良
好
な
景
観
形
成
等
の
多
面
的
機
能

を
発
揮
し
て
い
る
中
山
間
地
域
等
で
は
、

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
平
地
地
域
と
比

べ
農
業
の
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
担
い
手
の
減
少
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
等
に
よ
り
多
面
的
機
能
の
低

下
が
特
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
担
い
手
の
育
成
等
に
よ
る

農
業
生
産
活
動
等
の
維
持
を
通
じ
て
、
中

山
間
地
域
等
に
お
け
る
耕
作
放
棄
の
発
生

を
防
止
し
多
面
的
機
能
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
、
直
接
支
払
い
を
実
施
す
る
。

二
、
内

容

�
対
象
地
域
及
び
対
象
農
用
地

�
の
地
域
振
興
立
法
等
の
指
定
地
域
の
う

ち
、
�
の
要
件
に
該
当
す
る
農
用
地
区
域

内
に
存
す
る
一
�
以
上
の
一
団
の
農
用
地

�
対
象
地
域

特
定
農
山
村
法
、
山
村
振
興
法
、
過
疎
法
、

半
島
振
興
法
、
離
島
振
興
法
、
沖
縄
振
興

開
発
特
別
措
置
法
、
奄
美
群
島
振
興
開
発

特
別
措
置
法
、
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特

別
措
置
法
の
指
定
地
域
及
び
都
道
府
県
知

事
が
指
定
す
る
地
域

�
対
象
農
用
地

ア
、
急
傾
斜
農
用
地
（
田
二
〇
分
の
一
以

上
、
畑
、
草
地
及
び
採
草
放
牧
地
一
五
度

以
上
）

イ
、
自
然
条
件
に
よ
り
小
区
画
・
不
整
形

な
田
（
大
多
数
が
三
〇
�
未
満
で
平
均
二

〇
�
以
下
）

ウ
、
草
地
比
率
の
高
い
（
七
〇
％
以
上
）

地
域
の
草
地

エ
、
市
町
村
長
が
必
要
と
認
め
た
農
用
地

（
緩
傾
斜
農
用
地
（
田
一
〇
〇
分
の
一
以

上
二
〇
分
の
一
未
満
、
畑
、
草
地
及
び
採

草
放
牧
地
八
度
以
上
一
五
度
未
満
）、
高

齢
化
率
・
耕
作
放
棄
率
の
高
い
農
地
）

オ
、
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
基
準
に
該

当
す
る
農
用
地

�
対
象
行
為

集
落
協
定
又
は
個
別
協
定
に
基
づ
き
、
五

年
間
以
上
継
続
し
て
行
わ
れ
る
農
業
生
産

活
動
等



対
象
者

集
落
協
定
又
は
個
別
協
定
に
基
づ
き
、
五

年
間
以
上
継
続
し
て
農
業
生
産
活
動
等
を

行
う
農
業
者
等
（
第
三
セ
ク
タ
ー
、
生
産

組
織
等
を
含
む
）。

�
事
業
費
等

�
事
業
費

約
七
〇
〇
億
円（
国
費：

約
三
三
〇
億
円
）

�
単
価

	注
新
規
就
農
の
場
合
や
担
い
手
が
条
件
不

利
な
農
地
を
引
き
受
け
て
規
模
拡
大
す
る

場
合
は
田
で
一
、
五
〇
〇
円
、
畑
・
草
地

で
五
〇
〇
円
上
乗
せ
す
る
。

１０a当たり単価

２１，０００円

８，０００円

１１，５００円

３，５００円

１０，５００円

３，０００円

１，５００円

１，０００円

３００円

区 分

１／２０以上

１／１００以上１／２０未満

１５度以上

８度以上１５度未満

１５度以上

８度以上１５度未満

草地率（７０％以上）

１５度以上

８度以上１５度未満

地目

田

畑

草地

採草放牧地

政 策
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は
じ
め
に

豊
田
町
は
静
岡
県
西
部
に
位
置
し
、

面
積
一
九
・
八
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

人
口
二
九
、
六
〇
〇
人
の
中
規
模
の
町

で
す
。
本
町
で
は
行
政
カ
ー
ド
の
可
能

性
に
早
く
か
ら
着
目
し
、
実
施
に
向
け

て
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
平
成
八
年
度
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
た
「
豊
田
町
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て

紹
介
い
た
し
ま
す
。

地
域
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
導
入

シ
ス
テ
ム
導
入
の
経
緯
で
あ
り
ま
す

が
、
週
休
二
日
制
の
実
施
な
ど
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
補
う
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
を
探
す
過
程
で
地
域

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
に
注
目
し
ま
し
た
。

地
域
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
と
は
自
治
省
の

推
進
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
想
の
一
部
で
あ
り
、
効
率
的

で
機
能
的
に
も
優
れ
た
情
報
通
信
シ
ス

テ
ム
を
全
国
的
に
普
及
さ
せ
る
た
め
の

一
つ
と
し
て
、
地
域
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

の
モ
デ
ル
団
体
を
平
成
六
年
度
ま
で
に

一
七
団
体
指
定
し
、
各
団
体
に
お
け
る

シ
ス
テ
ム
開
発
を
支
援
し
な
が
ら
全
国

共
通
の
標
準
的
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
地
域
住
民
が

カ
ー
ド
を
保
有
・
携
帯
す
る
こ
と
に
よ

り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
的
な
提
供

を
受
け
、
自
ら
の
生
活
・
健
康
等
へ
の

積
極
的
な
活
用
が
実
現
で
き
る
も
の

で
、
い
わ
ば
住
民
本
位
の
シ
ス
テ
ム
を

目
指
し
た
も
の
で
す
。
本
町
で
は
最
終

の
指
定
で
あ
る
平
成
六
年
四
月
に
東
海

地
域
で
初
め
て
の
モ
デ
ル
指
定
を
受

け
、
町
民
の
生
活
に
役
立
ち
便
利
な
シ

ス
テ
ム
作
り
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
し

た
。

サ
ー
ビ
ス
別
概
要

一
、
証
明
書
自
動
交
付
シ
ス
テ
ム
機
能

カ
ー
ド
に
は
住
民
課
窓
口
で
利
用
頻

度
の
高
い
、
住
民
票
の
写
し
及
び
印
鑑

登
録
証
明
書
が
自
動
交
付
で
き
る
よ
う

な
機
能
を
も
っ
て
い
ま
す
。
自
動
交
付

機
は
役
場
庁
舎
内
と
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田

（
体
育
館
な
ど
の
総
合
施
設
）
に
設
置

し
て
あ
り
ま
す
。
庁
舎
外
に
あ
る
交
付

機
は
休
日
・
平
日
共
に
午
後
八
時
ま
で

使
用
で
き
る
た
め
、
特
に
昼
間
な
か
な

か
役
場
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
に

平成11年度 地域づくり自治大臣表彰

行政カードシステムへの取組み

証
明
書
自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
町
民

優良情報化団体・地域情報化部門

静静岡岡県県
とよ だ ちょう

豊豊 田田 町町

現現地地レレポポーートト

静岡市
�

静岡県

豊田町
�

（第三種郵便物認可） 第２３４６号町 村 週 報
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と
っ
て
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
住
民
課
窓
口
の
混
雑
防

止
に
も
役
立
っ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま

す
利
用
率
が
増
え
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

二
、
保
健
機
能

保
健
分
野
で
は
主
に
、
訪
問
指
導
・

母
子
保
健
・
健
康
管
理
に
関
し
て
使
用

し
て
お
り
ま
す
。

訪
問
指
導
で
は
、
保
健
婦
が
保
健
指

導
で
住
民
の
家
庭
を
訪
問
し
た
際
に
、

Ａ
Ｄ
Ｌ
・
訪
問
指
導
・
介
護
情
報
を
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
に
記
録
し
、
状
況
把
握
を
次

回
訪
問
者
へ
伝
え
ま
す
。
ま
た
、
母
子

保
健
と
し
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て

定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
乳
幼
児
検
診

の
結
果
よ
り
、
発
育
状
況
や
検
診
情
報

を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
内
に
記
録
し
、
検
診
や

診
療
支
援
に
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
健
康
管
理
と
し
て
検
診
結

果
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
内
に
記
録
し
、
住
民

に
対
す
る
健
康
指
導
や
検
診
時
の
受

付
、料
金
精
算
に
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

三
、
福
祉
機
能

福
祉
分
野
で
は
、
高
齢

者
情
報
管
理
支
援
・
施
設

利
用
情
報
管
理
支
援
・
訪

問
活
動
支
援
と
い
っ
た
分

野
で
利
用
し
て
お
り
ま

す
。高

齢
者
情
報
管
理
支
援

で
は
、
高
齢
者
に
対
す
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状

況
、
身
体
状
況
、
介
護
状
況
な
ど
の
各

種
情
報
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
よ
り
効
果

的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

施
設
利
用
情
報
管
理
支
援
で
は
、
施

設
利
用
者
が
福
祉
課
へ
施
設
利
用
申
請

を
提
出
し
た
時
の
情
報
を
基
に
し
て
対

象
者
の
情
報
を
入
力
し
、
他
の
関
係
機

関
で
も
入
力
事
項
の
参
照
な
ど
再
利
用

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

町
内
の
福
祉
施
設
で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ

た
、
福
祉
施
設
を
利
用
す
る
際
の
受
給

結
果
の
記
録
や
予
定
情
報
を
登
録
し

て
、
施
設
利
用
者
・
施
設
職
員
が
効
率

的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

訪
問
活
動
支
援
で
は
、
要
援
護
老
人

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
で
の
訪

問
活
動
（
訪
問
調
査
、
訪
問
介
護
）
の

際
に
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
内
の
情
報
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
対
象
者
の
そ
の
日

の
状
態
な
ど
こ
れ
ま
で
の
身
体
状
況
の

経
緯
を
細
か
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

四
、
医
療
機
能

医
療
情
報
分
野
で
は
、
医
療
情
報
管

理
や
予
防
接
種
状
況
の
管
理
を
カ
ー
ド

で
行
っ
て
い
ま
す
。

豊
田
町
で
実
施
す
る
健
康
診
断
の
結

果
情
報
及
び
在
宅
介
護
状
況
を
医
療
機

関
で
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
、
診
療
支

援
の
一
助
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

子
供
の
予
防
接
種
実
施
状
況
を
登
録
す

る
こ
と
に
よ
り
、
接
種
の
有
無
を
把
握

し
た
り
、
接
種
間
隔
の
チ
ェ
ッ
ク
を

行
っ
て
い
ま
す
。

五
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
・
図
書
館

カ
ー
ド
機
能

そ
の
他
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
し

て
の
使
用
や
、
図
書
館
貸
出
カ
ー
ド
と

し
て
の
機
能
も
付
加
し
て
行
く
こ
と

で
、
カ
ー
ド
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
て

い
ま
す
。

導
入
の
効
果

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
計
画
し
た
当
初

は
、
ど
の
ポ
イ
ン
ト
に
力
を
入
れ
る
べ

き
か
わ
か
ら
な
く
、
手
探
り
の
状
態
で

し
た
。
ま
た
、
便
利
な
シ
ス
テ
ム
な
ら

ば
自
然
に
普
及
し
て
い
く
だ
ろ
う
と

い
っ
た
誤
っ
た
認
識
を
持
っ
て
お
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
便
利
な
シ

ス
テ
ム
で
あ
っ
て
も
、
利
用
者
の
利
用

を
待
っ
て
い
て
は
、
カ
ー
ド
の
普
及
は

進
み
ま
せ
ん
。

窓
口
で
の
住
民
一
人
一
人
へ
の
Ｐ

Ｒ
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
た
利
用
方
法

の
説
明
を
繰
り
返
し
す
る
こ
と
が
、

カ
ー
ド
の
利
用
を
増
加
さ
せ
る
近
道
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

証
明
書
自
動
交
付
機
（
住
民
票
の
写

し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
）に
つ
い
て
は
、

導
入
し
て
四
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
自
動
交
付
機
を
使
用
す
る
こ
と
で

休
日
や
時
間
外
で
も
証
明
書
交
付
が
可

能
と
な
っ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
押
印
や

申
請
書
の
記
入
が
な
く
な
る
な
ど
、
利

用
者
の
利
便
が
図
ら
れ
て
お
り
町
民
の

反
応
は
一
様
に
良
い
と
言
え
ま
す
。
現

在
、
自
動
交
付
機
は
終
日
自
動
運
転
で

運
用
し
て
お
り
、
釣
り
銭
や
用
紙
の
補

充
と
い
っ
た
わ
ず
か
な
手
間
が
か
か
る

の
み
で
す
。
町
職
員
に
と
っ
て
も
、
利

町
民
が
携
帯
す
る
地
域
カ
ー
ド

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
受
付
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用
者
に
と
っ
て
も
、
非
常
に
便
利
な

カ
ー
ド
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。保

健
、
福
祉
と
い
っ
た
現
場
の
窓
口

に
お
い
て
も
、
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
こ
と
で
、
対
象
者
に
つ
い
て
の

正
確
な
情
報
が
関
係
機
関
で
共
有
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
サ
ー
ビ
ス
別
の
入
力
画
面
を
も
つ

こ
と
で
、
利
用
者
の
予
定
か
ら
実
施
結

果
ま
で
集
中
し
て
管
理
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
施
設
別
の
統
計
な
ど
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
他
施
設
の
状
況
に
つ
い
て

も
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
き
な

成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
図
書
館
カ
ー
ド
機
能
と
し
て

こ
の
カ
ー
ド
を
使
っ
て
図
書
の
貸
し
出

し
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
者
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

本
町
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
い
ろ

い
ろ
な
分
野
で
使
用
す
る
と
仮
定
し
た

場
合
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
シ
ス
テ

ム
開
発
を
推
進
す
る
者
が
現
場
の
業
務

を
理
解
し
て
い
る
こ
と
と
、
ど
の
部
分

を
シ
ス
テ
ム
化
す
れ
ば
使
い
や
す
く
な

る
の
か
、
予
想
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

在
の
よ
う
に
各
分
野
ご
と
の
内
容
が
専

門
化
し
て
い
る
場
合
に
は
、（
特
に
保

健
・
福
祉
・
医
療
な
ど
）
各
内
容
に
つ

い
て
の
現
場
レ
ベ
ル
の
理
解
を
シ
ス
テ

ム
開
発
者
が
持
つ
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
各
部

門
の
関
係
者
と
シ
ス
テ
ム
開
発
者
の
綿

密
な
打
合
せ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ

の
際
に
は
現
場
担
当
者
に
な
る
べ
く
開

発
中
の
ソ
フ
ト
を
デ
モ
と
し
て
見
て
も

ら
い
、
開
発
者
と
現
場
で
の
意
識
や
理

解
の
ず
れ
を
修
正
し
て
い
き
ま
し
た
。

今
後
の
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
は
、
平
成

十
五
年
八
月
よ
り
運
用
予
定
で
あ
る
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

移
行
を
計
画
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
の
仕
組
み
を
考
え
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
豊
田
町
住
民
課
・
主
査

福
本
敬
一
郎
）

自
動
交
付
機（
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
）
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精
神
内
科
医
・
作
家

よ
ね

や
ま

き
み

ひ
ろ

米

山

公

啓

見
直
し
て
み
よ
う

自
分
の
血
圧

毎
日
の
よ
う
に
医
学
情
報
が
テ
レ
ビ

や
雑
誌
で
扱
わ
れ
ま
す
か
ら
、
医
学
的

な
知
識
は
深
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
ま

す
。
た
と
え
ば
高
血
圧
症
が
続
け
ば
、

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
に
な
り
や
す
い
と

い
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
高
血
圧

症
を
長
い
間
放
っ
て
お
い
て
、
五
十
歳

近
く
で
見
つ
か
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
血
圧
症
の
治
療
薬
は
飲

ん
で
い
る
け
れ
ど
、
十
分
に
血
圧
が
下

が
っ
て
い
な
い
人
が
結
構
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
薬
を
飲
ん
で
い
る
か
ら
、
も
う

安
心
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で

す
。
海
外
の
研
究
で
も
高
血
圧
症
の
治

療
を
受
け
て
い
る
患
者
の
う
ち
、
六
割

く
ら
い
が
十
分
に
降
圧
さ
れ
て
い
な
い

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
症
の

治
療
で
難
し
い
の
は
、
血
圧
が
高
い
だ

け
で
は
症
状
が
で
な
い
の
で
、
十
分
に

降
圧
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
点
で
す
。

血
圧
が
高
い
と
頭
痛
や
め
ま
い
が
起
き

そ
う
で
す
が
、
時
間
を
か
け
て
血
圧
が

上
が
っ
て
く
る
と
、
自
覚
症
状
は
で
ま

せ
ん
。
症
状
が
で
る
と
き
は
、
心
筋
梗

塞
の
胸
痛
で
あ
っ
た
り
、
脳
卒
中
の
手

足
の
し
び
れ
だ
っ
た
り
す
る
わ
け
で

す
。
高
血
圧
が
続
け
ば
、
い
わ
ゆ
る
動

脈
硬
化
が
進
行
し
、
動
脈
の
内
側
が
硬

く
な
り
、
そ
こ
で
血
液
が
固
ま
り
や
す

く
な
り
、
最
後
は
動
脈
を
塞
い
で
し
ま

い
ま
す
。
高
血
圧
症
は
サ
イ
レ
ン
ト
・

キ
ラ
ー
な
ど
と
言
い
ま
す
が
、
症
状
を

出
す
ま
で
静
か
に
動
脈
硬
化
を
悪
化
さ

せ
て
い
く
か
ら
で
す
。

い
ま
ま
で
は
、
収
縮
期
血
圧
（
高
い

方
の
血
圧
）
が
一
六
〇
�
Hg
以
上
か
、

拡
張
期
血
圧
（
低
い
方
の
血
圧
）
が
九

五
�
Hg
以
上
あ
れ
ば
高
血
圧
症
と
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世

界
保
健
機
構
）
と
Ｉ
Ｓ
Ｈ
（
国
際
高
血

圧
学
会
）
が
一
九
九
九
年
に
新
し
い
基

準
を
作
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
至
適
血
圧
（
い
わ

ゆ
る
理
想
的
な
血
圧
）
は
収
縮
期
血
圧

一
二
〇
�
Hg
以
下
、
拡
張
期
血
圧
が

八
〇
�
Hg
以
下
、
正
常
血
圧
は
収
縮

期
血
圧
が
一
三
〇
�
Hg
以
下
か
拡
張

期
血
圧
が
八
五
�
Hg
以
下
と
し
て
、

収
縮
期
血
圧
が
一
四
〇
�
Hg
以
上
か
、

拡
張
期
血
圧
九
〇
�
Hg
以
上
は
高
血

圧
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
学
会
で
も

こ
れ
に
準
じ
た
基
準
を
作
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
は
医
者
に
「
ま
あ
、
こ
れ

く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
で
し
ょ
う
」
と
言

わ
れ
て
い
た
人
も
、
新
し
い
基
準
で
は

高
血
圧
症
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
血
圧
が
高
い
ほ
ど
、
心
筋

か
か

梗
塞
や
脳
卒
中
に
罹
り
や
す
く
、
低
い

ほ
ど
罹
り
に
く
い
と
い
う
大
規
模
な
調

査
結
果
が
海
外
で
報
告
さ
れ
た
か
ら
で

す
。脳

卒
中
で
は
血
圧
が
低
す
ぎ
る
と
、

脳
へ
行
く
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
っ
て

脳
梗
塞
な
ど
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
人
の

調
査
結
果
か
ら
は
、「
血
圧
が
低
い
ほ

ど
、
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
に
は
罹
り
に

く
い
」と
い
う
結
果
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
基
準
値
を
下
げ
た
の
で

す
。十

年
以
上
も
高
血
圧
で
医
者
に
か

か
っ
て
い
る
と
、
飲
ん
で
い
る
薬
が

ず
っ
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

た
と
え
血
圧
が
上
が
っ
て
も
、
薬
を
替

え
な
い
で
、
な
ん
と
な
く
時
間
が
過
ぎ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ

ん
の
ほ
う
も
、
薬
を
飲
ん
で
い
る
か
ら

大
丈
夫
だ
ろ
う
と
考
え
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
ま
た
、
血
圧
の
治
療
を
し
て
い

て
も
、脳
卒
中
を
起
こ
す
人
が
い
ま
す
。

こ
う
い
う
人
は
き
ち
ん
と
薬
を
飲
ん
で

い
な
か
っ
た
り
、
自
分
か
っ
て
に
薬
を

減
ら
し
た
り
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
よ

う
で
す
。
重
要
な
こ
と
は
、
血
圧
が
き

ち
ん
と
基
準
値
以
下
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。

高
血
圧
症
の
中
に
は
白
衣
性
高
血
圧

症
と
い
う
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
病
院

に
行
く
と
思
う
だ
け
で
、
七
〇
�
Hg
く

ら
い
の
拡
張
期
血
圧
が
一
一
〇
�
Hg
く

ら
い
ま
で
上
が
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

自
宅
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
測
る
と
ま
っ

た
く
正
常
な
の
に
、
こ
う
い
う
タ
イ
プ

の
人
は
、
医
者
に
慣
れ
て
も
、
や
は
り

血
圧
は
高
く
な
り
ま
す
。
白
衣
性
高
血

圧
症
の
人
は
、
治
療
す
べ
き
な
の
か
、

放
置
し
て
い
い
の
か
ま
だ
は
っ
き
り
し

た
結
論
は
で
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
白
衣

性
高
血
圧
症
の
中
か
ら
、
本
物
の
高
血

圧
症
に
な
る
人
が
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
の
で
、
経
過
を
見
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
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元
横
綱
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
町
を
Ｐ
Ｒ

北
海
道

福
島
町

横
綱
千
代
の
山（
先
代
九
重
親
方
、

故
人
）
や
千
代
の
富
士
（
現
九
重
親

方
）
の
出
身
地
で
、「
横
綱
の
里
」

を
テ
ー
マ
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
町
は
、
相
撲
力
士
の
着
ぐ
る
み

で
製
作
し
た
「
千
代
丸
く
ん
」
を
町

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
さ

せ
て
町
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
る
。

「
お
い
ら
せ
塾
」を

設
立
し
人
材
育
成

青

森

県

六
戸
町
外
二
町

地
方
分
権
や
広
域
行
政
時
代
に
対

応
で
き
る
職
員
の
育
成
を
目
的
に
、

六
戸
町
、
下
田
町
、
百
石
町
の
上
北

郡
内
三
町
は
、
三
町
の
町
長
が
塾
頭

を
務
め
、
合
同
で
研
修
を
行
う
「
お

い
ら
せ
塾
」
を
設
立
し
、
各
町
の
課

長
級
以
上
二
十
四
人
が
一
期
生
と
し

て
民
間
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

基
づ
き
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

道
草
の
駅
で

特
産
品
の
展
示
販
売

福
島
県

東
和
町

町
が
整
備
し
た
町
活
性
化
セ
ン

タ
ー
「
道
草
の
駅
あ
ぶ
く
ま
館
」
で

は
、
桑
の
葉
や
実
を
原
料
に
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
有
機

野
菜
な
ど
の
特
産
品
を
展
示
販
売
す

る
と
と
も
に
、
館
内
に
整
備
さ
れ
た

会
議
室
、
ガ
ー
デ
ン
体
験
加
工
室
な

ど
を
町
民
に
提
供
し
、
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
教
室
や
特
産
品
開
発
に
取
り
組

ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

温
泉
掘
削
に
成
功
し

健
康
・
福
祉
施
設
等
に
活
用

栃
木
県

田
沼
町

今
秋
開
業
予
定
の
「
道
の
駅
た
ぬ

ま
」
に
近
い
場
所
で
進
め
て
い
た
温

泉
掘
削
作
業
に
成
功
し
、
約
三
〇
度

の
弱
ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉
が
湧
出
し

た
町
で
は
、
温
泉
ス
タ
ン
ド
を
整
備

し
町
民
に
温
泉
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

ほ
か
、
健
康
増
進
施
設
や
福
祉
施
設

な
ど
に
温
泉
を
活
用
し
て
い
く
こ
と

を
計
画
し
て
い
る
。

「
２１
世
紀
に
伝
え
た
い
南
房
総

の
四
季
」写
真
コ
ン
テ
ス
ト

千

葉

県

千
倉
町
な
ど

房
総
半
島
南
端
部
に
位
置
す
る
町

は
、
近
隣
の
館
山
市
、
白
浜
町
、
丸

山
町
と
共
同
で
「
２１
世
紀
に
伝
え
た

い
南
房
総
の
四
季
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
、
二
〇

〇
〇
年
中
に
一
市
三
町
で
撮
影
し
た

カ
ラ
ー
写
真
を
募
集
し
、
千
倉
海
岸

美
術
館
長
で
写
真
家
の
浅
井
慎
平
氏

を
審
査
員
長
に
審
査
し
て
写
真
展
な

ど
を
開
催
し
て
い
く
。

生
後
一
か
月
以
内
の
子
育
て

支
援
に
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

山
梨
県

高
根
町

町
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
、
生
後
一
か
月
以
内
の
乳
児
が
い

る
町
内
の
家
庭
で
、
出
産
後
母
親
の

体
調
が
す
ぐ
れ
ず
介
助
や
支
援
す
る

家
族
や
身
内
が
い
な
い
場
合
や
、
双

子
以
上
の
子
ど
も
を
出
産
し
た
場
合

な
ど
を
対
象
に
、
町
の
看
護
婦
と
助

産
婦
の
二
人
の
ヘ
ル
バ
ー
を
派
遣
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

「
北
魚
沼
郡
町
村
合
併

促
進
協
議
会
」を
設
立

新

潟

県

堀
之
内
町
外

小
出
地
域
広
域
市
町
村
圏
を
構
成

す
る
北
魚
沼
郡
堀
之
内
町
、小
出
町
、

湯
之
谷
村
、
広
神
村
、
守
門
村
、
入

広
瀬
村
の
六
町
村
は
、
合
併
に
向
け

た
問
題
を
話
し
合
う
任
意
の
協
議
会

「
北
魚
沼
郡
町
村
合
併
促
進
協
議
会
」

を
設
立
し
、
ま
ず
合
併
の
枠
組
み
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

ご
み
不
法
投
棄
発
見
に

郵
便
配
達
員
が
情
報
提
供

岐
阜
県

高
富
町

町
外
か
ら
の
ご
み
不
法
投
棄
が
問

題
化
し
て
い
る
町
は
、
早
期
発
見
と

未
然
防
止
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
ね

ら
い
に
、
地
元
郵
便
局
と
覚
書
を
交

わ
し
、
郵
便
局
配
達
職
員
が
ご
み
不

法
投
棄
な
ど
を
見
つ
け
た
場
合
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
町
に
情
報
提
供
し
て
も

ら
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

有
力
豪
族
・
�
城
氏
の

歴
史
民
俗
資
料
館
オ
ー
プ
ン

奈
良
県

新
庄
町

�
城
地
域
の
一
角
を
な
し
、
古
代

の
有
力
豪
族
・
�
城
氏
や
修
験
道
の

開
祖
と
さ
れ
る
役
の
行
者
な
ど
が
活

躍
し
た
地
と
し
て
知
ら
れ
る
町
で

は
、
�
城
氏
に
か
か
わ
る
古
墳
や
寺

院
な
ど
の
古
代
の
資
料
を
は
じ
め
、

昭
和
三
十
年
代
の
生
活
用
具
ま
で
を

展
示
し
た
歴
史
民
俗
資
料
館
を
整
備

し
、
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

町
出
身
の
映
画
監
督
の

資
料
館
が
近
く
オ
ー
プ
ン

鳥
取
県

智
頭
町

町
は
、
同
町
出
身
の
映
画
監
督
で

「
青
い
山
脈
」「
伊
豆
の
踊
り
子
」
な

ど
多
く
の
作
品
を
手
掛
け
た
西
河
克

己
氏
か
ら
同
氏
作
品
に
関
す
る
資
料

を
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
江
戸

時
代
の
名
家
「
石
谷
家
」
所
有
の
屋

敷
の
一
角
に
あ
る
洋
館
を
映
画
資
料

館
と
し
て
整
備
し
て
お
り
、
四
月
開

館
を
目
指
し
て
い
る
。

「
秋
吉
小
唄
」を

「
コ
ウ
モ
リ
サ
ン
バ
」に
ア
レ
ン
ジ

山
口
県

秋
芳
町

町
は
、
東
洋
一
の
鍾
乳
洞
と
い
わ

れ
る
秋
芳
洞
や
秋
吉
台
を
う
た
っ
た

民
謡
「
秋
吉
小
唄
」
を
サ
ン
バ
調
に

ア
レ
ン
ジ
し
、
秋
芳
洞
に
生
息
す
る

コ
ウ
モ
リ
に
ち
な
ん
で
曲
名
に
し
た

「
コ
ウ
モ
リ
サ
ン
バ
」
を
制
作
、
サ

ン
バ
の
振
り
付
け
も
考
案
し
て
、
今

夏
に
阿
知
須
町
で
開
か
れ
る
「
山
口

き
ら
ら
博
」
で
披
露
す
る
。

障
害
者
の
た
め
の

「
ふ
く
し
ま
っ
ぷ
」作
製

福
岡
県

志
免
町

町
は
、
障
害
者
な
ど
が
気
軽
に
町

に
出
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
お
い
て
障
害
者
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
現
地
調
査
に
基

づ
い
て
、
町
内
の
施
設
と
そ
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
状
況
な
ど
を
絵
文
字
で
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
た
「
ふ
く
し

ま
っ
ぷ
」
を
作
製
し
た
。

過
疎
化
・
少
子
化
の
歯
止
め

に
お
祝
い
金
条
例
制
定

長
崎
県

上
県
町

町
は
、
過
疎
化
・
少
子
化
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
同
町
に
住
民
票

が
あ
る
世
帯
を
対
象
に
、
結
婚
や
出

産
、
小
・
中
学
校
入
学
時
に
祝
い
金

を
支
給
す
る
条
例
を
制
定
し
、
婚
姻

届
を
出
し
た
夫
婦
に
二
十
万
円
、
第

一
、
二
子
出
産
に
各
十
万
円
、
第
三

子
に
三
十
万
円
、
第
四
子
以
上
に
は

五
十
万
円
等
を
支
給
し
て
い
る
。

通
学
用
も
兼
ね
た
高
齢
者

用
の
福
祉
バ
ス
運
行

宮
崎
県

野
尻
町

二
〇
〇
一
年
度
か
ら
の
福
祉
バ
ス

運
行
を
予
定
し
て
い
た
町
は
、
路
線

バ
ス
廃
止
に
伴
い
、
通
学
用
も
兼
ね

た
バ
ス
と
し
て
半
年
繰
り
上
げ
て
運

行
し
て
お
り
、
毎
朝
、
小
学
生
を
学

校
ま
で
送
り
届
け
た
の
ち
、
七
十
歳

以
上
の
高
齢
者
の
福
祉
施
設
へ
の
送

迎
に
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

カ
プ
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ル
Ｎ
ｏ
ｗ
＆
Ｎ
ｅ
ｗ
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私
た
ち
の
町
は
、
富
山
県
の
東
端
に

位
置
し
、
東
は
新
潟
県
青
海
町
・
糸
魚

川
市
、
南
は
長
野
県
白
馬
村
と
接
す
る

県
境
の
町
で
、
町
の
東
南
部
に
は
白
馬

岳
（
二
、
九
三
三
�
）
朝
日
岳
（
二
、

四
一
八
�
）
を
主
峰
と
す
る
北
ア
ル
プ

ス
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
平
成
八
年
に

「
日
本
の
渚
百
選
」
に
も
選
ば
れ
た
宮

崎
・
境
海
岸
は
「
ヒ
ス
イ
海
岸
」
と
も

呼
ば
れ
、
ヒ
ス
イ
の
原
石
を
拾
う
こ
と

が
出
来
ま
す
。
海
抜
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら

三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
ま
で
の
標
高

差
を
持
ち
、
海
・
山
・
川
の
自
然
に
恵

ま
れ
、
面
積
の
約
六
〇
％
が
「
中
部
山

岳
国
立
公
園
」
な
ど
に
指
定
さ
れ
て
い

る
風
光
明
媚
な
景
勝
の
町
で
す
。

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
競
技
は
、「
町
民
ひ

と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
」
を
社
会
体
育
の
重

点
目
標
に
掲
げ
、
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
機
会
の
少
な
い
女
性
や
中
高
年
層

も
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
開
発
・

普
及
を
目
的
に
考
案
し
ま
し
た
。

こ
の
競
技
は
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら

農
村
の
生
活
改
善
の
一
環
と
し
て
「
腰

ま
が
り
予
防
」
の
た
め
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
が
取
り
入
れ
ら
れ
盛
ん
で
あ
っ
た
こ

と
に
起
因
し
ま
す
が
、
高
度
な
技
術
が

要
求
さ
れ
特
定
の
人
に
片
寄
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
�
幅
広
い
年

代
層
に
親
し
ま
れ
る
�
天
候
に
左
右
さ

れ
な
い
屋
内
で
で
き
る
�
突
き
指
し
な

い
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
う
�
コ
ー
ト

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
の
広
さ
を
使

用
す
る
等
を
基
本
に
研
究
が
進
め
ら

れ
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ

で
も
」
手
軽
に
楽
し
め
老
若
男
女
に
親

し
ま
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
昭
和
五

十
四
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
全
国

親
善
交
流
大
会
（
参
加
者
七
〇
五
人
）

を
開
催
し
、
第
一
七
回
全
国
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
競
技
大
会
（
二
〇
〇
〇
・
九
・

九
〜
一
〇
）
に
は
全
国
各
地
か
ら
二
、

二
三
三
人
の
選
手
が
参
加
�
白
と
緑
�

の
ボ
ー
ル
を
追
い
掛
け
て
頂
く
一
方
、

平
成
六
年
か
ら
は
「
健
康
を
楽
し
も

う
！
」
を
合
言
葉
に
六
〇
歳
以
上
の
人

の
大
会
�
翡
翠
カ
ッ
プ
�
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
全
国
大
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
第

七
回
を
迎
え
た
翡
翠
カ
ッ
プ
（
二
〇
〇

〇
・
七
・
八
〜
九
）
も
、
六
〇
歳
か
ら

最
高
齢
者
八
四
歳
ま
で
年
々
多
く
の
参

加
を
頂
き
和
や
か
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。

今
や
、
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
し
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
の
普
及
と
共

に
「
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル＝

朝
日
町
」
と
し

て
知
名
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
事
実

は
、
単
に
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
効
果
だ

け
で
は
な
く
、
町
の
魅
力
と
独
自
性
を

広
げ
る
Ｃ
Ｉ
手
法
と
し
て
も
有
効
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
競
技
は
、
健
康
づ
く

り
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
楽
し
む
面
と
競
技

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
競
い
合
う
両
面
を

持
っ
た
魅
力
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
テ

ニ
ス
の
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
、
マ
ス
タ
ー

ズ
ゴ
ル
フ
の
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー

ス
、
高
校
野
球
の
甲
子
園
の
様
に
開
催

地
に
頂
上
性
を
持
た
せ
、
歴
史
を
重
ね

る
ご
と
に
大
会
に
風
格
と
権
威
を
生
み

だ
し
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
競
技
の
世
界
で

の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て「
朝
日
を
目
指
す
」

と
い
っ
た
方
向
を
引
き
出
し
な
が
ら
、

町
の
個
性
を
内
外
へ
大
き
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
と
も
に
、
交
流
人
口
や
町
の
活

性
化
を
引
き
だ
す
起
爆
剤
と
し
て
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

私
は
、
六
人
兄
弟
の
末
っ
子
の
次
男

と
し
て
こ
の
世
に
生
を
受
け
高
校
卒
業

後
は
就
職
を
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

亡
き
父
が
「
大
学
へ
行
っ
て
多
く
の
友

人
関
係
と
人
生
経
験
を
積
ん
で
来
い
。

然
し
卒
業
す
る
こ
と
。」
を
言
い
聞
か

さ
れ
進
学
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
年
代

初
め
は
学
生
運
動
時
で
あ
り
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
故
郷
に
帰
り
家
業
（
米
販

売
）
の
見
習
中
な
が
ら
商
工
会
青
年
部

活
動
に
参
加
、
ま
た
も
多
く
の
友
人
と

出
合
い
、
町
議
会
議
員
定
数
削
減
時
の

無
投
票
は
い
か
が
な
も
の
か
と
立
候
補

を
決
意
し
当
選
。
そ
の
後
町
長
選
に
も

立
候
補
、
早
い
も
の
で
四
期
半
ば
町
政

を
担
当
さ
せ
て
頂
き
、
全
身
全
霊
�
町

民
と
と
も
に
笑
い
、
町
民
と
と
も
に
泣

く
、
温
か
い
心
の
通
う
町
政
�
を
政
治

信
条
と
し
て
、
開
か
れ
た
行
政
の
実
現

と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

富 山 県
あさ ひ

朝 日 町 長

魚 津 � 一

■

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
で
Ｃ
Ｉ
戦
略

随 想
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自
治
体
の
勤
務
条
件
の
調
査
結
果
ま
と
ま
る

ー
総
務
省
ー

平
成
十
三
年
度
地
方
交
付

税
法
等
改
正
案
閣
議
決
定

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
国
有
林
資
源
を
活
用

総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
平
成
十
一
年
度
の

地
方
公
共
団
体
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る

調
査
結
果
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
一
週
間
の
勤
務
時
間

は
八
割
以
上
の
団
体
が
国
に
準
じ
て
定
め

て
お
り
、
年
次
有
給
休
暇
の
平
均
使
用
日

数
は
、
一
一
・
四
日（
町
村
は
九
・
九
日
）

と
ほ
ぼ
前
年
並
み
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
介
護
休
暇
を
取
得
し
た
職
員
は
、

三
、
五
九
三
人
で
、
こ
の
う
ち
男
性
職
員

が
五
四
五
人
、
女
性
職
員
が
三
、
〇
四
八

人
と
女
性
が
全
体
の
八
四
・
八
％
を
占
め

て
い
る
。

介
護
の
対
象
を
み
る
と
、
男
性
職
員
で

は
自
分
の
父
母
が
三
五
・
四
％
と
一
番
多

く
、
次
い
で
配
偶
者
が
三
四
・
五
％
、
子

供
二
五
・
五
％
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
女

性
職
員
は
自
分
の
父
母
四
〇
・
三
％
、
子

供
三
六
・
一
％
、
配
偶
者
一
四
・
八
％
の

順
と
な
っ
て
い
る
。介
護
休
暇
の
期
間
は
、

「
一
カ
月
以
下
」
が
全
体
の
四
三
・
四
％

で
最
多
、
次
い
で
「
二
カ
月
超
〜
三
カ
月

以
下
」
二
七
・
五
％
、「
一
カ
月
超
〜
二

カ
月
以
下
」
二
二
・
六
％
と
続
き
「
三
カ

月
超
」
は
六
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
一
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育

す
る
た
め
に
取
得
す
る
育
児
休
業
に
つ
い

て
は
、
対
象
と
な
る
女
性
職
員
六
八
、
〇

〇
四
人
の
う
ち
六
一
、
九
三
七
人（
九
一
・

一
％
）が
取
得
し
て
い
る
。
前
年
よ
り
一
、

七
九
七
人
減
少
し
て
い
る
が
、
取
得
率
は

三
・
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
、
制
度

の
活
用
が
進
ん
で
き
て
い
る
。
な
お
、
男

性
職
員
も
一
二
二
人（
前
年
度
一
〇
一
人
）

が
育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
る
。

政
府
は
、
こ
の
度
、
地
方
交
付
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
閣
議
決
定

し
、
国
会
に
提
出
し
た
。

同
改
正
案
に
よ
る
と
、
臨
時
財
政
対
策

債
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
付
税
の

不
足
分
に
充
て
る
交
付
税
特
別
会
計
の
新

規
借
り
入
れ
を
四
兆
三
、
四
八
七
億
円
と

前
年
度
か
ら
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
。ま
た
、

自
治
体
に
配
分
す
る
出
口
ベ
ー
ス
で
は
同

五
・
〇
％
減
の
二
〇
兆
三
、
四
九
八
億
円

と
、
八
年
ぶ
り
に
減
額
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
国
の
一
般
会
計
か
ら
交

付
税
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
入
り
口

ベ
ー
ス
が
同
一
三
・
六
％
増
の
一
五
兆
九
、

二
一
一
億
円
で
、
内
訳
は
、
法
定
率
分
が

同
四
・
七
％
増
の
一
三
兆
八
、
八
六
一
億

円
、
一
般
会
計
加
算
が
同
一
七
一
・
三
％

増
の
二
兆
三
五
一
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
前
述
の
特
別
会
計
借
入
金
の
四

兆
三
、
四
八
七
億
円
、
前
年
度
繰
越
分
五
、

三
二
八
億
円
を
加
え
、
交
付
税
特
別
会
計

借
入
金
利
子
支
払
利
子
分
四
、
五
二
九
億

円
を
差
し
引
い
た
額
が
地
方
に
配
分
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

交
付
税
算
定
の
簡
素
合
理
化
と
し
て

「
漁
港
管
理
費
」
を
種
別
補
正
か
ら
単
位

費
用
に
変
更
す
る
。
ま
た
、
補
正
係
数
の

内
水
面
水
産
業
者
数
に
関
連
し
た
経
費
の

種
別
補
正
を
廃
止
す
る
こ
と
や
、
寒
冷
地

手
当
等
に
適
用
し
て
い
た
人
口
系
統
費
目

の
寒
冷
補
正
を
一
括
算
入
す
る
な
ど
の
改

正
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

昨
年
八
月
に
設
置
さ
れ
た
国
有
林
野
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
利
用
検
討
会
は
、
国
土

の
二
割
、
七
六
〇
万
�
を
占
め
る
国
有
林

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

こ
の
ほ
ど
ま
と
め
ら
れ
た
報
告
書
は
、

環
境
へ
の
負
荷
の
小
さ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

地
球
温
暖
化
防
止
等
の
観
点
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
岸
や
半
島
で
は

風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
既
設
の
堰
堤
や
小
渓

流
で
は
小
規
模
な
水
力
発
電
の
活
用
を
提

案
し
て
い
る
。
森
林
内
に
発
生
す
る
端
材

や
太
枝
、
間
伐
材
な
ど
の
森
林
バ
イ
オ
マ

ス
に
つ
い
て
は
、
再
生
可
能
な
優
れ
た
資

源
で
あ
る
が
、
森
林
内
や
林
道
の
端
で
自

然
還
元
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
欧
米
に
比

べ
利
用
度
が
低
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
今

後
は
、
ペ
レ
ッ
ト
に
よ
る
熱
供
給
や
熱
と

電
気
の
併
給
、
炭
等
の
も
の
づ
く
り
を
含

め
た
新
た
な
資
源
活
用
シ
ス
テ
ム
を
整
備

す
べ
き
と
し
て
い
る
。

ま
た
、こ
れ
ら
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

地
域
の
条
件
に
応
じ
て
、
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
の
検
討
も
重
要
で

あ
る
と
し
、
市
町
村
に
は
、
公
共
施
設
、

木
材
加
工
・
農
産
加
工
施
設
等
の
安
定
し

た
地
域
需
要
と
供
給
を
結
び
つ
け
る
こ
と

な
ど
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
発
揮
を

求
め
て
い
る
。

国
有
林
の
役
割
と
し
て
は
、
風
力
発
電

等
へ
の
用
地
提
供
や
、
民
有
林
と
一
体
と

な
っ
た
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
安
定
的

な
供
給
を
提
言
し
て
お
り
、
市
町
村
と
連

携
を
は
か
り
な
が
ら
、「
魅
力
あ
る
農
山

村
づ
く
り
」
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
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赤坂見附方面�

至�
市�
ヶ�
谷�

都道府県会館�

永田町駅�

参議院議員会館�

最高裁判所�

高速道路公団�

高速�4号新
宿線�

青山通り�

永田町�
合同庁舎�

国立�
国会図書館�

至日比
谷�

相互ビル�

砂防会館�

全国町村会館�

全国町村会館西館�
永田町駅�

国会議事堂�

東京湾�

全国町村会館�

国立国会図書館�

土�・�日�・�祝日�ご宿泊�＜�特別料金�＞�

シ�ン�グ�ル�A 6,800円�（通常料金�  8,500円）�

ツ �イ �ン�A 12,800円�（通常料金�16,000円）�

金�曜�の�ご�宿�泊�は�通�常�料�金�の�15％�OFFに�て�ご�利�用�
い�た�だ�け�ま�す�。�

●�東京デ�ィ�ズニ�ー�ラ�ン�ド／�地下鉄�永�田�町駅か�ら�JR舞�浜�駅�ま�で約�34分�

●�浅草／�地下鉄赤坂見附駅�か�ら�浅草駅�ま�で約�27分�

●�東京�タ�ワ�ー�／�地下鉄永田町駅�か�ら�御成門駅�ま�で約�25分�

●�後楽園遊園地／�地下鉄永田町駅�か�ら�後楽園駅�ま�で約�10分�

●�東京都庁展望室／�地下鉄赤坂見附�駅�か�ら�新宿駅�ま�で約�10分�

東京観光地へのア�ク�セ�ス�ガイ�ド�

（�　　　　　　）�

都�心�に�生�ま�れ�た�ゆ�と�り�と�や�す�ら�ぎ�の�空�間�
官�庁�街�に�近�く�、�最�適�な�ロ�ケ�ー�シ�ョ�ン�を�

誇�る� 全国町村会�館�。�

一流�ホ�テ�ル�（�帝�国�ホテ�ルグ�ル�ー�プ�）�

と�の�提携�に�よ�る�上質�な�サ�ー�ビス�と�、�

味�わい�豊�か�な�料理�、�

ゆ�と�り�の�あ�る�客室�で�

皆様�を�お�も�て�な�し�

い�た�し�ま�す�。�

シ�ン�グル�131室� 8,500円�よ�り�
ツ�イ�ン　� 18室� 16,000円�よ�り�

★�8～�16F

客�室は�広�めで�（�シ�ング�ル�18m2）�羽�毛�寝�具�に�
よ�り�心地�よ�い�睡眠�に配�慮�い�た�し�て�お�り�ま�
す�。�す�べ�て�の�客�室�は�快�適�な�7階�以�上�の�
上層階�に配�さ�れ�、�リ�ラ�ッ�ク�ス�し�て�い�た�だ�く�
た�め�の静�か�な�空�間�を�作�り�上�げ�ま�し�た�。�

く�つ�ろ�ぎ�を�最優先�に�こ�だ�わ�っ�た�客室�

シングル�

東京�で�の�週末�・�祝日�のご�利用�に�特別サ�ー�ビ�ス�

（室料）�

交通�の�便利�な�ロ�ケ�ー�シ�ョ�ン�で�、�

多勢�の�人�に�お集�り�い�た�だ�く�

パ�ー�テ�ィ�ー�な�ど�に�最適�です�。�

ま�た�大小�4つ�の�ホ�ー�ル�・�会議室が�あ�り�、�

幅�広�い�用�途�にお�使�い�いた�だけ�ま�す�

特�別�サ�ー�ビ�ス�と�し�て�

地元�よ�り�の�特産品�な�ど�、�
持�ち�込�み�は自由�です�。�
ご�希�望�に�よ�り�調�理�も�いた�し�ま�す�。�

各行事の際�に�、�町村�よ�り�一括�し�て�ご宿泊�
を�お申�し�込�み�い�た�だ�い�た�場合�は�、�すべ�て�
会員の特別料金�を�適用�い�た�し�ま�す�。�

ご宿泊料金�を�
最大�20％�割引�き�い�た�し�ま�す�。�

※�ご宴�会�な�ど�の�お�料理�は�、�ご希�望�と�ご予�算�に�応�じ�、�　�
洋食�・�和食の�いず�れ�も�ご用意い�た�し�ま�す�。�

〒�100-0014  東京�都�千代�田区�永田�町�１�丁目�１�1番�35号�

ご�予�約�・�
お�問�い�合�せ�は�

ホール�

TEL:03(3581)0471 FAX:03(3581)0220

（�2名）�

［�交�通�案�内�］�
有�楽�町�線�・�半�蔵�門�線�・�南�北�線�
「�永�田�町�駅�」�3番出口徒歩�1分�

丸�の�内�線�・�銀�座�線�「�赤�坂�見�附�駅�」�徒�歩�5分�
タクシー　東京駅から約�20分�

在京出身者の集�いな�ど�
町村主催の各種行事�

自治大学校な�どの交友会�

小�・�中学校の東京�での行事参加�

職員旅行�・�家族旅行�

東京観光�の�拠点�に�最適�

（室料）�

［宿�泊利用�助成券�契約市�町村�職員共�済組合�等一覧�］�

 

北海�道市町�村職員�福祉協�会�・�青森県�・�福島�県�・�茨城�県�・�栃木県�・�群馬県�・�埼玉県�・�千葉県�・�東京�都�・�神奈�川県�・�山梨�県�・�新潟県�・�富山県�・�石川�県�・�福井県�・�長野�県�・�岐阜�県�・�静岡県�・�愛知県�・�三重県�・�
滋賀県�・�京都府�・�兵庫県�・�奈良県�・�和歌山県�・�鳥取県市�町村職員互助会�・�島根県�・�島根県市町村職�員年金者連�盟�・�岡山県�・�広島県�・�山口県�・�高知県�・�福岡県�・�長崎県�・�熊本県�・�大分県�・�宮崎県�・�鹿児島県�・�沖縄県�・�地方職員共済組�合�（団体共済�部）�
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